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資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和３年３月 29 日
経理責任者 独立行政法人国立病院機構

金沢医療センター院長 越田 潔
◎調達機関番号 597 ◎所在地番号 17
〇第 06009 号（№06009）
１ 調達内容
 品目分類番号 15、28
 導入計画物品及び数量 ナースコールシス
テム 一式
 調達方法 購入
 導入予定時期 令和３年度 第４・四半期
 調達に必要とされる基本的な要求要件
 各ナースステーションに設置されるナー
スコールシステム親機は視認性に優れたも
のを用意し、タッチパネルによる操作を可
能とすること。
 既存の電子カルテシステム（富士通株式
会社）、およびＰＢＸ（日本電気株式会社）
で利用しているＰＨＳ及びスマートフォン
（今後導入予定）と接続可能であること。
 心電図モニターと連動し、急変した患者
情報がナースコールシステムへ通知可能で
あること。
 呼吸、心拍、睡眠状態等の把握が可能で
ある離床センサーと接続可能であること。
 患者転倒防止用トイレセンサーとの連動
が可能であること。
 患者見守り用カメラへの連動が可能であ
ること。

 ナースコールシステム導入時の付帯工事
では病棟閉鎖は行わないこととし、病室内
での作業は必要最小限とすること。また、
作業計画を事前に提出し、本院の許可を得
ることとし、作業について本院から指示が
あった場合にはその内容に従うこと。
 ナースコールシステムのネットワーク配
線図、システム接続図、マニュアル（ユー
ザー向け、管理者向け）等の本院が運営上
必要とする書類を作成し、提供すること。
 無停電電源装置は、サーバ、ナースコー
ルシステム親機用に設置すること。
 医療安全を考慮し、患者間違いや操作間
違いが発生しにくい仕組みを提供するこ
と。
 厚生労働省の「医療情報システムの安全
管理に関するガイドライン」の最新版に準
拠したシステムを提供すること。
 ナースコールシステムに不備、不具合、
セキュリティの問題が見つかった場合、
ナースコールシステムをバージョンアップ
する等速やかに対応すること。
㉑ ナースコールシステム、スマートフォン
を利用した業務負担軽減を提案すること。

 Indication lights placed in front of each

hospital should indicate the information

specified by the hospital among the pa‑

tient information retrieved from the elec‑

tronic medical record systems. In addi‑

tion, display information can be set for

each patient

 The nurse call switch placed in each

bed should be able to switch between

multiple calling methods (button, breath,

voice, bringing hands, touching tongue,

etc.) by one of the patients conditions

 To record the call and operation histo‑

ry of a nurse call and enable data retriev‑

al for analysis

 Preventive measures such as dis‑

connection have been taken

 The maintenance system of the nurse

call system should be 24 hours and 365

days

 Ward closure should not be performed

in the ancillary construction when the

nurse call system is introduced. Work in

the hospital room should be minimally re‑

quired. Submit the work plan in advance

and obtain the approval of the Hospital,

and follow the instructions given by the

Hospital

 Prepare and provide the documents re‑

quired for operation by this hospital such

as network wiring diagram, system con‑

nection diagram, and manual (for users

and administrators) of the nurse call sys‑

tem

 ナースコールによる呼び出し時には、呼
び出した患者をわかりやすく表示し、呼び
出し用途（緊急呼び出し、一般呼び出し、
排泄介助要請、脱落・断線、離床センサー、
ドアセンサー、統合生体患者情報監視記録
システムからの警報など）を明示すること。
 看護に必要な情報（患者氏名、診療科、
担当看護師など）を電子カルテシステムと
連携すること。

 ナースコールによるＰＨＳ又はスマート
フォンの呼び出しは同時着信８台以上を可
能とすること。
 各病室前に設置する表示灯には、電子カ
ルテシステムから取得した患者情報のう
ち、本院が指定する情報を表示すること。
また、患者ごとに表示情報を設定できるこ
と。
 各ベッドに設置するナースコール呼び出
しスイッチは、患者の状態により複数の呼
び出し方法（ボタン、息、声、手を近づけ
る、舌を触れる等）を１台で切替可能であ
ること。
 ナースコールによる呼び出し及び操作履
歴を記録し、分析可能なようにデータの取
り出しを可能にすること。
 断線等の予防対策が講じられているこ
と。
 ナースコールシステムの保守体制は24時
間365日体制とすること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和３年４月28日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提出先 〒9208650 石川県金沢市下石引
町１１ 独立行政法人国立病院機構金沢医
療センター企画課契約係 古立 貴信 電話
0762624161 内線2908

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和３年３月29日から令和３年
４月28日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
５ Summary

 Classification of the product to be pro‑

cured : 15, 28

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Nurse Call System 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

 The nurse call system master unit to be

installed at each nurse station shall be

available with excellent visibility and

shall be operable by a touch panel

 It can be connected with existing elec‑

tronic medical record systems (Fujitsu

Co., Ltd.) and PHS used by PBX (NEC

Co., Ltd.). It is also possible to cooperate

with smartphones in the future

 It is possible to notify the nurse call

system of suddenly changed patient infor‑

mation in conjunction with the elect‑

rocardiogram monitor

 It must be possible to connect to a bed

leaving sensor that can grasp breathing,

heartbeat, sleep status, etc

 It must be possible to link with the pa‑

tient fall prevention toilet sensor

 It must be possible to cooperate with

the patient watching camera

 When calling by a nurse call, the call‑

ing patient should be clearly displayed,

and the calling application (emergency

calls, general calls, elimination assistance

requests, dropout／disconnection lines,
leaving‑bed sensors, door sensers, alarms

from an integrated biological patient in‑

formation monitoring and recording sys‑

tem, etc.) should be specified

 Linking information required for nurs‑

ing care (patient name, department, at‑

tending nurse, etc.) with the electronic

health record system

 The PHS or smartphone call by nurse

call should allow 8 or more concurrent

calls





		2021-03-26T14:50:52+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




